
1306 発生抑制を最優先にごみ減量に地域をあげて取り組めるようにします
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①拠点での資源回収量については、集団回収実施団体数の増加や資源リサイクルへの意識定着とごみ減量啓発に伴い、ここ数年
（平成22年～25年）横ばいから減少傾向であった。
②古布について、平成26年7月より多くの区民が利用できる様に常設の古布回収ボックスを２か所設置した。その結果、2か所の回
収量は平成27年3月末までに8,950ｋｇに達し、古布全体では148,990ｋｇ（前年度実績　140,680ｋｇ）で前年度比＋8,310ｋｇと今まで拠
点回収を利用しない区民が持ち込み、回収量増加に寄与しているものと考える。

―
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基本情報

事業の目的
区民に分別排出を定着させ、資源回収の協力率を上げるとともに、ごみ減量・リサイクルの意識高揚を図りごみ減量につ
なげる。
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①古布の拠点回収について、指定した日時に回収場所まで持ち込めなかった利用者や拠点回収を知らない区民
が燃やすごみとして排出しているため、更なる周知を行い、古布回収の普及拡大を目指す。
②今後の回収実績の推移を注視し、常設の古布回収ボックスの設置を増やし、資源回収量の増加と区民サービス
の向上を図る。なお、増設にあたっては、利用者の利便性・安全性を考慮の上、設置場所を検討していく。
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古布については、平成20年10月より、区立公園や地区センター等の15ヶ所において、回収車による巡回方式で回
収を行っているが、回収日は月1～2日、回収時間も1日当たり約2時間と限定的である。そのため、平成26年7月1
日より 飾清掃事務所とかつしかエコライフプラザ内の2ヶ所において古布の常設の回収ボックスを設置し、営業時
間内ならば随時受付が可能とし、利用者の利便性向上を図った。常設の回収ボックス設置により、ある程度回収量
の増加に寄与したが、平成26年度のごみ性状調査では、燃やすごみ全体量（87,162ｔ）のうち約3.8％（3,312ｔ）が繊
維であり、ごみとして処分されている状況であるため、更に回収量を増やし古布の資源化を図る必要がある。

単
位
あ
た
り
コ
ス
ト

単位あたり区単コスト（a/ｇ）

単位の定義

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

実績数値（g）

項目

円

所管課
評価による
方向性

拡充

評価しても
らいたい点
①あり方
②課題

②

区民一人が身近な場所で資源のリサイクルに参加できる機会を提供するために、区内施設（保育園や地区センター等の
区施設、区立公園など）に回収ボックスを設置し、古紙（紙パック）・ペットボトル・食品トレイ・古布・蛍光管・乾電池・インク
カートリッジを回収し資源化に努めている。

概要

活動内容

①【ペットボトル】私立保育園14ヶ所、区立保育園36ヶ所、地区センターや区役所、図書館等の区関連施設で22ヶ所の計
72ヶ所で回収ボックスを設置し、区が委託した業者が排出量に応じ週1回から3回回収し、集積所から回収したペットボトル
と併せて資源回収業者へ売却している。
②【食品トレイ】私立保育園7ヶ所、区立保育園20ヶ所の計27ヶ所で回収ボックスを設置している。
③【紙パック】私立保育園14ヶ所、区立保育園20ヶ所の計34ヶ所で回収ボックスを設置し、食品トレイとともに区が委託した
業者が週１回回収し、食品トレイは再商品化委託、紙パックは古紙回収業者へ売却し、資源化ルートに乗せている。
④【古布】平成20年10月より区立公園や地区センター等の15ヶ所において、巡回方式による古布回収を行っている。また、
平成26年7月より区役所、かつしかエコライフプラザにおいて常設の回収ボックスを設置し営業時間内であれば随時回収を
受け付けている。
⑤【蛍光管・乾電池】地区センターや区役所、図書館等の22ヶ所の区関連施設では従来からのペットボトルに加え、平成21
年7月より蛍光管・乾電池の回収ボックスを設置した。平成23年6月からはエコライフプラザにも回収ボックスを設置するな
ど、資源化に努めている。
⑥【インクカートリッジ】平成23年6月より地区センターや区役所、図書館、エコライフプラザ等の23ヶ所の区関連施設でイン
クカートリッジの回収ボックスを設置した。

・蛍光管・乾電池の回収・保管業務委託

3,684千円
・蛍光管・乾電池の運搬・処理委託

1,706千円
・食品トレイ・紙パック回収業務委託

1,294千円
・古布の回収・処理委託

166千円

資料



区のごみ処理の現状 

（１）ごみと資源の区分 

燃やすごみは週2回、燃やさないごみは隔週1回、集積所で回収し、粗大

ごみは申し込み制で毎日収集を行っています。 

  資源回収については、古紙、びん、缶、ペットボトル、食品トレイを週 

1回、プラスチック製容器包装を週1回、それぞれ集積所で回収しています。 

  また、この他に拠点回収、集団回収による回収を行っています。 

資源回収の方法 

集積所回収：家庭あるいは事業所から、集積所に排出された資源を区が

回収すること。 

拠点回収 ：家庭から地区センター・図書館等へ持ち込まれた資源を区

が回収すること。 

集団回収 ：自治町会・PTA・子ども会等地域団体が自主的に行う資源

回収のこと。 

集積所回収 拠点回収

○

○

○

新聞・雑誌・段ボール・雑紙 ○ ○

紙パック ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○ ※１

※１所管課：環境課

使用済小型電子機器等（30㎝以下）

廃食用油

ご
み

資
源

あらかじめ指定した場所で回収

古紙

びん・缶

ペットボトル

食品トレイ

古布

蛍光管・乾電池

燃やすごみ

燃やさないごみ

粗大ごみ

プラスチック製容器包装

集団回収

プリンターのインクカートリッジ

行政回収
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（２）ごみと資源のフロー図 

ごみの収集・運搬は 飾区、焼却・破砕等の中間処理は東京二十三区清掃一

部事務組合、最終処分は東京都が、それぞれ分担・連携して行っています。 

燃やすごみ 清掃工場 スラグ

中
央
防
波
堤
外
側
埋
立
処
分
場
及
び
新
海
面
処
分
場

建設用資材

等に活用

不燃ごみ処

理センター

アルミ､

鉄分

再生利用

粗大ごみ
粗大ごみ

中継所

粗大ごみ破

砕処理施設

リサイクルセンター

燃やすごみ

ペットボトル

食品トレイ

資
源
化
施
設

再商品化施設

再

生

品

リターナブルびん

その他の

びん
再商品化施設

各飲料工場､

びん取扱業者

アルミ缶

再商品化施設

資源化施設 再商品化施設

ストック

ヤード
再商品化施設

コンテナ

中継所
資源化施設

再商品化

施設

燃やさないごみ

古紙

缶

びん

ご

み

資

源

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

容器包装

コンテナ

中継所

焼却､溶融

詰替え
破砕､減容化

破砕､減容化

スチール缶

古布

蛍光管・乾電池

再商品化施設

再商品化施設
ストック

ヤード
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区分

項目

集積所回収 拠点回収 店頭回収

（23,506ヶ所） （84ヶ所） （185ヶ所）

新聞 4,419,022 2,248,050 2,248,050 6,667,072

雑誌 1,675,288 2,993,360 2,993,360 4,668,648

段ボール 1,597,409 2,748,240 2,748,240 4,345,649

紙パック 6,220 76,200 2,250 78,450 84,670

他紙類 1,688 0 1,688

70,838 148,990 148,990 219,828

リターナルびん （生きびん） 12,474 119,790 119,790 132,264

その他びん （雑びん） 8,129 3,403,436 3,403,436 3,411,565

アルミ缶 201,108 110,615 110,615 311,723

スチール缶 50,112 656,294 656,294 706,406

他金属類 3,793 0 3,793

1,348,803 9,232 91,092 1,449,127 1,449,127

68,299 117 68,416 68,416

12,231 156,074 156,074 168,305

3,083,170 3,083,170 3,083,170

4,756 4,756 4,756

8,906 8,906 8,906

8,058,312 17,012,331 174,250 91,092 17,277,673 25,335,985

※集団回収団体数、集積所数、拠点数、店頭数は平成２６年４月１日の数値

※店頭回収は平成27年2月末で終了いたしました。

ペットボトル

食品トレイ

その他（残さ等）

プラスチック製容器包装

蛍光管

乾電池

平成26年度資源回収実績一覧

　　　　　　　　　　単位：㎏

集団回収 行政回収

行政回収計587団体

回収量合計

団体数・集積所数・拠点数

品目別回収量合計

回

収

品

目

古
紙

び
ん

缶

布類
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名　　称 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

高砂地区センター 1,080 1,310 1,930 770 670 370 1,120 850 1,450 0 890 620 11,060

新宿図書センター（2回/月） 2,130 1,820 1,710 1,020 990 1,080 1,090 590 2,540 810 990 1,130 15,900

テクノプラザかつしか(2回/月） 1,240 1,830 1,360 920 630 1,130 1,260 850 2,400 420 550 530 13,120

南綾瀬地区センター（2回/月） 1,310 700 1,730 1,190 700 550 710 1,630 1,210 960 530 540 11,760

新小岩地区センター（2回/月） 690 530 700 530 710 470 730 990 720 560 600 460 7,690

水元図書館（2回/月） 1,620 950 1,750 1,100 1,150 820 1,670 1,700 1,890 1,190 770 560 15,170

水元地区センター 480 550 500 350 300 270 460 490 370 170 110 350 4,400

西水元地区センター 310 540 350 440 240 250 200 650 380 170 250 120 3,900

飾区役所（第２駐車場） 1,010 1,430 490 610 610 510 1,340 920 1,150 270 460 460 9,260

飾区役所（清掃事務所前） 1,010 1,570 1,000 860 720 670 640 0 1,340 460 230 730 9,230

ウェルピアかつしか 870 950 500 630 390 470 660 1,160 1,390 370 330 230 7,950

新小岩保健センター 1,050 870 1,020 660 520 380 1,120 1,080 550 620 430 590 8,890

総合スポーツセンター 780 990 500 330 350 290 480 520 800 270 330 210 5,850

金町公園 570 650 500 320 200 240 360 670 790 290 80 250 4,920

東四つ木地区センター 540 660 800 530 500 390 850 730 830 210 440 610 7,090

中道公園 200 690 310 480 140 500 280 1,000 460 150 20 260 4,490

合　　計 14,890 16,040 15,150 10,740 8,820 8,390 12,970 13,830 18,270 6,920 7,010 7,650 140,680

月平均（施設数：１５施設） 993 1,069 1,010 716 588 559 865 922 1,218 461 467 510 9,379

平成２５年度　拠点回収事業に係る回収実績　（古布） 単位（ｋｇ）
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名　　称 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

高砂地区センター 600 1,010 1,780 1,040 930 1,110 1,130 1,440 1,160 0 620 1,150 11,970

新宿図書センター（2回/月） 2,090 2,670 1,350 1,160 1,090 1,440 1,530 1,710 1,950 780 980 1,190 17,940

テクノプラザかつしか(2回/月） 1,010 1,490 1,070 1,320 530 1,250 1,510 1,250 1,360 640 450 650 12,530

南綾瀬地区センター（2回/月） 1,640 1,010 1,600 1,220 1,050 1,170 1,150 940 1,640 160 650 640 12,870

新小岩地区センター（2回/月） 690 410 580 1,290 490 730 790 820 970 120 590 390 7,870

水元図書館（2回/月） 1,490 1,330 2,120 1,220 1,640 1,120 1,220 1,770 1,130 210 1,290 720 15,260

水元地区センター 400 600 500 290 240 220 400 590 190 150 200 250 4,030

西水元地区センター 200 490 450 290 360 420 340 880 360 350 420 250 4,810

飾区役所（第２駐車場） 1,220 600 910 810 390 470 530 500 760 310 330 500 7,330

飾区役所（清掃事務所前） 950 1,210 640 710 430 600 630 770 860 540 340 700 8,380

ウェルピアかつしか 900 800 700 360 360 760 690 780 730 180 530 370 7,160

新小岩保健センター　※ 860 1,020 670 660 510 630 650 1,070 970 290 420 850 8,600

総合スポーツセンター 700 490 680 850 210 310 380 890 460 140 300 560 5,970

金町公園 680 480 560 360 210 500 460 400 380 50 230 410 4,720

東四つ木地区センター 610 690 670 520 350 310 810 730 620 220 290 460 6,280

中道公園 630 400 480 660 160 210 270 490 350 180 140 350 4,320

かつしかエコライフプラザ（常設） 180 380 260 600 340 510 280 560 650 3,760

清掃事務所（常設） 870 420 690 320 840 400 450 650 550 5,190

合　　計 14,670 14,700 14,760 13,810 9,750 12,200 13,410 16,210 14,800 5,050 8,990 10,640 148,990

月平均（7月以降は常設込） 978 980 984 812 574 718 789 954 871 316 529 626 8,764

　※新小岩保健センター駐車場での回収は、平成27年3月26日（木）9：30～11：00をもって終了いたしました。

平成２６年度　拠点回収事業に係る回収実績　（古布） 単位（ｋｇ）
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古布の回収場所及び回収方法
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